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第
２
章 CONTENT

多
く
の
医
療
現
場
で
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

活
躍
で
き
て
い
な
い

　
日
本
に
は
B
型
あ
る
い
は
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ

1
5
0
万
人
か
ら
2
0
0
万
人
存
在
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
感

染
が
あ
る
場
合
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
が
、

近
年
は
肝
炎
治
療
が
進
歩
し
、
早
期
に
感
染
を
発
見
し
適
切
な
治
療
を

受
け
る
こ
と
で
そ
の
進
展
を
予
防
で
き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

　

肝
疾
患
に
関
わ
る
医
療
現
場
で
は
、
多
職
種
で
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活

か
し
な
が
ら
チ
ー
ム
医
療
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
様
々
な
職
種

か
ら
成
る
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
感
染
の
予
防
か
ら
、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
や
陽
性
者
の
専
門
医
療
機
関
へ
の
受
診
、
継
続
的

な
受
療
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
い
っ
た
医
療
面
ば
か
り
で
な
く
、
仕
事
や

経
済
的
な
問
題
、
差
別
・
偏
見
に
関
す
る
相
談
に
い
た
る
ま
で
、
肝
炎
に

関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
支
援
し
得
る
存
在
で
す
。

　

肝
硬
変
や
肝
が
ん
へ
の
移
行
者
を
減
ら
す
た
め
に
、
国
の
施
策
と
し
て

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
現
状
を
鑑
み
る
と
、
理
想
と
現
実
と
で
ギ
ャ
ッ

プ
が
生
じ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。
本
研
究
事
業
に
お
い
て
医

療
現
場
の
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た

と
こ
ろ
、
肝
炎
医
療
を
行
う
医
療
機
関
で
あ
っ
て
も
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
存
在
し
な
か
っ
た
り
、
た
と
え
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
十

分
に
活
躍
で
き
て
い
な
い
、
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

活
躍
し
や
す
い
医
療
展
開
を

　
一
方
で
、
平
成
30
年
度
に
行
っ
た
本
研
究
事
業
に
お
け
る
肝
臓
専
門
医

に
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活

躍
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
成
果
に
加
え
、「
肝
臓
専
門
医
が
専
門
医
と
し

て
高
度
な
医
療
に
集
中
で
き
る
」、「
医
療
安
全
に
対
す
る
意
識
が
向
上
す

る
」、「
適
正
な
医
療
の
提
供
に
寄
与
す
る
」
と
い
っ
た
も
の
や
、「
肝
炎
検

査
を
不
必
要
に
繰
り
返
し
て
受
け
る
こ
と
を
防
げ
る
」、「
肝
炎
を
放
置
す

る
こ
と
に
よ
る
肝
硬
変
や
肝
が
ん
へ
の
進
展
が
抑
制
で
き
る
」と
の
意
見
も

い
た
だ
き
ま
し
た（
平
成
30
年
度
本
研
究
事
業
研
究
報
告
書
で
報
告
）。

　

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
も
と
も
と
看
護
師
や
保
健
師
、
臨

床
検
査
技
師
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
医
療
事
務
な
ど
、
専
門
性

を
有
す
る
医
療
職
が
多
く
、
肝
炎
医
療
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高

い
方
も
多
い
の
で
そ
の
活
動
は
「
宝
の
山
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
宝
の
山
」
を
輝
か
せ
る
か
ど
う
か
は
、肝
炎
医
療
で
主
導
的
役

割
を
果
た
す
「
肝
臓
専
門
医
」に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
、
肝
臓
専
門
医
の
先
生
方
に
向
け
て
、
肝
炎
医
療
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
十
分
活
か
す
た
め
の
手
引
冊
子
を
作
成
し
ま
し
た
。
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
良
い
の
か
、と
い
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
も
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
本
冊
子
を
通
し
て
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
積
極
的
に
肝
炎
医
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
、
肝
炎
医
療
の
効
率
的
か

つ
良
質
な
医
療
連
携
を
推
進
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
発
揮
は
医
師
次
第

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
は
宝
の
山

前書き：肝炎医療コーディネーターの活動は宝の山

前
書
き
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肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
と

位
置
付
け
を
知
る

第
１
章

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
誕
生
の

経
緯
と
目
的

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
肝
硬
変
や
肝
が
ん
の
原
因
の
一
つ
で
す

が
、
近
年
は
治
療
が
進
歩
し
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
行
え
ば

B
型
肝
炎
で
は
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
制
さ
せ
た
り
、

C
型
肝
炎
で
は
ウ
イ
ル
ス
を
排
除
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
病

状
の
進
展
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
背
景
も
あ
り
、
地
域
・
職
域
に
お
け
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
の
機
会
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
未
だ
に「
検
査
を
受
け
て

い
な
い
た
め
に
感
染
に
気
づ
い
て
い
な
い
人
」、「
感
染
を
知
っ
て

い
て
も
治
療
に
至
ら
な
い
人
」、「
治
療
を
中
断
し
て
い
る
人
」も

少
な
く
な
い
現
状
で
、こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
知
ら
な
い
う
ち

に
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
進
行
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
肝
炎
に
対
す
る
受
検
・
受
診
勧
奨
や
検
査
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
な
ど
の
支
援
を
中
心
に
進
め
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、山
梨
県
は
全
国
に
先
駆
け
て
平
成
21
年
度
か
ら「
地

域
医
療
機
関
の
看
護
師
な
ど
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
」、「
市
町
村
の
保

健
師
」、「
職
域
の
管
理
担
当
者
」
な
ど
を
対
象
に
、「
肝
炎
医
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
山
梨
県
で
の
呼
称
は「
肝
疾
患
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」）」の
養
成
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
国
で

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

肝
炎
医
療
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
と
は

図1　肝炎医療コーディネーターについての考え方の概要1）

1人で全ての役割を担うのではなく、様々な領域のコーディネーターがそれぞれの強みを活かして
患者をみんなでサポートし、肝炎医療が適切に促進される様に調整（コーディネート）する

肝炎対策のステップ 肝炎対策
基本指針の目標

ステップ０ 「予防」 ステップ１ 「受検」 ステップ２ 「受診」 ステップ３ 「受療」

保健師 患者会・自治会等 自治体職員 職場関係者 看護師 医師 薬剤師

・肝炎に関する基本的な
知識の普及・啓発
・Ｂ型肝炎ワクチンの定期
接種
・相談窓口の案内

・肝炎ウイルス検査の受
検勧奨
・検査が受けられる医療
機関、検診機関の紹介

・肝炎検査陽性者への受診
勧奨
・専門医療機関や拠点病
院、肝疾患相談の紹介
・初回精密検査や定期検
査費用助成の案内

・医療費助成や障害者手
帳等の制度の案内
・服薬指導
・仕事と治療の両立支援
・抗ウイルス治療後の定
期受診の勧奨

身近な地域や職域、あるいは病院等に配置され、それぞれが所属する領域に応じて必要とされる肝炎に関する基礎的な知識や情報を提
供し、肝炎への理解の浸透、相談に対する助言や相談窓口の案内、受検や受診の勧奨、制度の説明などを行う。他の肝炎医療コーディネー
ターとも協力・連携することで、肝炎の「予防」、「受検」、「受診」、「受療」と「フォローアップ」が促進されることが期待される。
さらに、身近な地域や職域で肝炎医療コーディネーターが活動し、肝炎への理解を社会に広げる基盤が醸成されることにより肝炎患者
への差別や偏見の解消に繋がることも期待される。

肝炎医療コーディネーター

国 

民

肝
硬
変
・
肝
が
ん
へ
の

移
行
者
を
減
ら
す

Reference

1）肝炎医療コーディネーターの養成及び活用について
　（健発0425第4号平成 29年 4月25日厚生労働省健康局長通知）
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肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

役
割
と
期
待

　

肝
硬
変
や
肝
が
ん
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
一
般
の
方
々
に

肝
炎
の
正
し
い
理
解
を
広
め
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
を

防
止
し
た
り
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
を
促
し
、
陽
性

者
に
は
速
や
か
に
専
門
医
療
機
関
を
受
診
し
て
も
ら
い
、
適

切
な
診
療
を
継
続
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
こ
う

し
た
流
れ
の
各
ス
テ
ッ
プ
で
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
に
は
、
各
自
治
体
で
肝
炎
医
療
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
や
活
用
の
方
法
が
様
々
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
平
成
28
年
6
月
30
日
に
改
正
さ
れ
た
「
肝
炎
対
策

の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
」（
平
成
28
年 

厚
生
労
働

省
告
示
第
2
8
7
号
）
第
5 

（2）
イ
に
お
い
て
、「
肝
炎
医
療

コ
ー
テ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
基
本
的
な
役
割
や
活
動
内
容
等
に

つ
い
て
、
国
が
示
す
考
え
方
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
等
に
お

い
て
こ
れ
ら
を
明
確
に
し
た
上
で
育
成
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て 

平
成
29
年
4
月

25
日
に
厚
生
労
働
省
か
ら
「
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
養
成
及
び
活
用
に
つ
い
て
（
通
知
）（
健
発
0
4
2
5

第
4
号
）」
が
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
通
知
と
し
て
発
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
医
師
や
看
護
師
、
保
健

師
、
薬
剤
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
医
療
事
務
、
自
治
体
の
職
員

な
ど
、
多
様
な
職
種
の
人
た
ち
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
や

強
み
を
活
か
し
、
さ
ら
に
異
な
る
領
域
の
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
も
連
携
し
て
活
動
す
る
こ
と
で
、
肝
炎
医
療
全
体

の
質
を
高
め
て
、
患
者
さ
ん
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
身
近
な
地
域
や
職
域
で
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

図2　肝疾患診療連携におけるエコシステム

肝炎ウイルス検査

肝炎ウイルス検査の
受検率向上

ステップ1 「受検」 ステップ2 「受診」

ステップ0
「予防」

ステップ3 「受療」

ステップ4
「フォローアップ」

精密検査の受診勧奨

治療に対する
動機づけ・支援

経験のシェア

かかりつけ医
健診機関

相談・保健指導
保健所
市町

健診機関
会社

専門医による治療導入
方針決定

かかりつけ医による
治療継続

健康講話
啓発イベント

精密検査の支援
病院

かかりつけ医

肝炎ウイルス
陽性患者の相談

他疾患のために通院する
ウイルス陽性患者、
通院しない肝炎患者

他疾患のために通院する
ウイルス陽性患者、
通院しない肝炎患者

精密検査を受けた
肝炎患者

抗ウイルス治療受療に
関する相談・支援

治癒
進展防止策
定期観察

県内の
肝炎ウイルス
検査の未受検者

が
肝
炎
の
正
し
い
知
識
を
社
会
に
啓
発
し
て
い
く
こ
と
で
、

肝
炎
患
者
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
を
解
消
す
る
、
と
い
う
点

で
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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肝
炎
医
療
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
の

基
本
的
な
役
割
と
活
動
内
容

　
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
様
々
な
役
割
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
場
所
や
職
種
な

ど
に
応
じ
て
、「
受
検
」、「
受
診
」、「
受
療
」
と
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」

の
流
れ
の
中
で
、
役
割
分
担
と
連
携
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を

考
慮
し
て
活
動
内
容
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。肝
炎
医
療
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
職
種
や
行
政
職

員
と
し
て
の
本
来
業
務
や
、
本
来
業
務
と
は
直
接
関
係
の
な
い
自

主
的
に
行
う
活
動
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
本
来
業
務
に

お
い
て
肝
炎
の
知
識
を
十
分
に
活
か
し
た
患
者
支
援
を
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

拠
点
病
院
そ
の
他
の
医
療
機
関
及
び
検
診
機
関
に
配
置
さ
れ
た
肝
炎

医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー （
医
師
、看
護
師
、薬
剤
師
、管
理
栄
養
士
、

臨
床
検
査
技
師
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
医

療
従
事
者
や
医
療
機
関
職
員
等
） 

〈
基
本
的
な
役
割
〉 

　
肝
炎
患
者
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
陽
性
者
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
主
に
保
健
医
療
や
生
活
に
関
す
る
情
報
提
供

や
相
談
支
援
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
行
政
や

職
場
な
ど
と
の
連
携
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。 

〈
具
体
的
な
活
動
内
容
の
例
〉

● 

肝
炎
医
療
に
係
る
情
報
、知
識
等
の
説
明
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

の
受
検
案
内 

● 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
陽
性
者
へ
の
受
診
勧
奨
、
専
門
医
療
機
関

の
紹
介 

● 

抗
ウ
イ
ル
ス
治
療
後
も
含
め
た
継
続
受
診
の
重
要
性
の
説
明 

● 

肝
炎
患
者
や
そ
の
家
族
へ
の
生
活
面
で
の
助
言
、
服
薬
や
栄
養

の
指
導 

● 

定
期
検
査
費
や
医
療
費
の
助
成
、身
体
障
害
者
手
帳
等
の
制
度

の
説
明
や
行
政
窓
口
の
案
内

● 

C
型
肝
炎
訴
訟
や
B
型
肝
炎
訴
訟
に
関
す
る
窓
口
案
内 

● 

仕
事
や
育
児
と
治
療
の
両
立
支
援
相
談
に
関
す
る
窓
口
案
内

● 

医
療
機
関
職
員
向
け
の
勉
強
会
の
開
催

● 

拠
点
病
院
な
ど
で
実
施
す
る
肝
臓
病
教
室
や
患
者
サ
ロ
ン
な
ど
へ

の
参
加 

・
地
域
や
職
域
に
お
け
る
啓
発
行
事
へ
の
参
加
、
啓
発
行

事
の
周
知 

保
健
所
や
市
町
村
に
配
置
さ
れ
た
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
保
健
師
そ
の
他
の
保
健
医
療
関
係
職
種
、
行
政
職
員
等
）

〈
基
本
的
な
役
割
〉

　
肝
炎
対
策
全
般
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発
や
情
報
提
供
と
拠
点

病
院
そ
の
他
の
地
域
や
職
域
に
お
け
る
関
係
機
関
と
連
携
し
た

受
検
、
受
診
、
受
療
の
促
進
お
よ
び
行
政
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
等
。 

〈
具
体
的
な
活
動
内
容
の
例
〉

● 

肝
炎
に
係
る
基
本
的
知
識
の
説
明
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の

受
検
勧
奨 

● 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
及
び
検
診
機
関

の
紹
介 

● 

拠
点
病
院
や
肝
疾
患
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、専
門
医
療
機
関
の

紹
介 

● 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
陽
性
者
に
対
す
る
受
診
勧
奨
及
び
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
案
内
・
実
施 

● 

定
期
検
査
費
や
医
療
費
の
助
成
、身
体
障
害
者
手
帳
等
の
制
度

の
案
内 

● 

B
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
の
説
明
・
案
内
や
感
染
予
防
に

関
す
る
啓
発
・
指
導 

● 

C
型
肝
炎
訴
訟
や
B
型
肝
炎
訴
訟
に
関
す
る
窓
口
案
内 

● 

仕
事
や
育
児
と
治
療
の
両
立
支
援
相
談
に
関
す
る
窓
口
案
内 

● 

地
域
や
職
域
に
お
け
る
啓
発
行
事
へ
の
参
加
、
啓
発
行
事
の

周
知 

民
間
企
業
や
医
療
保
険
者
な
ど
職
域
に
配
置
さ
れ
た
肝
炎
医
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
健
康
管
理
担
当
者
、人
事
労
務
担
当
者
、社
会
保
険
労
務
士
等
） 

〈
基
本
的
な
役
割
〉

　
職
域
に
お
け
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
の
促
進
お
よ
び
肝

炎
患
者
が
治
療
と
仕
事
を
両
立
し
や
す
い
職
場
環
境
の
形
成
。 

〈
具
体
的
な
活
動
内
容
の
例
〉

● 

事
業
主
、管
理
・
人
事
部
門
へ
の
肝
炎
に
関
す
る
情
報
提
供

● 

従
業
員
等
へ
の
肝
炎
の
基
本
的
知
識
に
関
す
る
普
及
啓
発

● 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
案
内
、相
談
受
付
先
の
案
内
等

● 

肝
炎
患
者
が
治
療
を
受
け
な
が
ら
仕
事
を
続
け
る
た
め
の
助
言

や
職
域
と
患
者
の
就
労
配
慮
等（
相
談
窓
口
の
案
内
等
）

● 

拠
点
病
院
に
設
置
さ
れ
る
肝
疾
患
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

相
談
支
援
窓
口
の
紹
介
・
定
期
検
査
費
や
医
療
費
の
助
成
、
身

体
障
害
者
手
帳
等
の
制
度
の
説
明
や
行
政
窓
口
の
案
内

● 

地
域
や
職
域
に
お
け
る
啓
発
行
事
へ
の
参
加
、
啓
発
行
事
の

周
知 

上
記
以
外
に
配
置
さ
れ
た
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
患
者
会
会
員
、
薬
局
や
障
害
福
祉
・
介
護
事
業
所
の
職
員
、
自
治

会
会
員
な
ど
） 

〈
基
本
的
な
役
割
〉

　
身
近
な
地
域
の
中
で
の
普
及
啓
発
や
肝
炎
患
者
や
そ
の
家
族
な
ど

の
相
談
を
受
け
た
際
の
医
療
機
関
や
行
政
機
関
へ
の
橋
渡
し
役
。 

〈
具
体
的
な
活
動
内
容
の
例
〉

● 

住
民
、入
所
者
等
へ
の
肝
炎
の
基
本
的
な
知
識
に
関
す
る
普
及
啓

発 

・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
案
内
、相
談
受
付
先
の
案
内
等

● 

肝
炎
に
関
す
る
情
報
の
入
手
先
の
案
内

● 

地
域
や
職
域
に
お
け
る
啓
発
行
事
へ
の
参
加
、
啓
発
行
事
の

周
知 

〈
留
意
点
〉

　
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
中
に
は
、
医
療
職
種
や
行
政
職

員
な
ど
法
令
上
の
守
秘
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
者
と
守
秘
義
務
の
な

い
者
か
い
ま
す
。
守
秘
義
務
の
な
い
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
役
割
は
、一
般
的
な
普
及
啓
発
等
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
肝
炎
医

療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
知
り
得
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
そ
の

取
扱
い
に
十
分
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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図3　肝炎医療コーディネーターの養成数（平成29年度）2）

図4　肝炎医療コーディネーターの職種（平成29年度）2）

総数
29年度新規

北
海
道
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森
県

岩
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本
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宮
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鹿
児
島
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沖
縄
県

39都府県で計12,425名の肝炎医療コーディネーターを養成
（平成28年度は37都府県で9,927名）
※平成30年度から全ての都道府県で養成開始の予定
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130
181

患者の参画状況
コーディネーターとして養成  10
研修会の講師                     11
　　　　　　           　　（都道府県数）

（都道府県数 n=39）

【参考】
肝炎医療コーディネーターの養成及び活
動について（健発0425第4号平成29年4
月25日厚生労働省健康局長通知） 抄
５．肝炎医療コーディネーターの養成
（１）対象者

○ 肝炎患者やその家族が肝炎医療
コーディネーターとなり、当事者
の視点で支援にあたることも有意
義と考えられる。

（２）内容
○ 肝炎医療コーディネーターには、
患者等の気持ちを理解し、それに
共感する姿勢と技術が求められる。
患者の権利擁護、差別や偏見の防
止とともに、個人情報の取扱いに
ついても理解する。必要に応じ、患
者やその家族の話を直接聞く機会
を設けることなども検討されたい。

医師
産業医
看護師
保健師

産業保健に係る保健師
病院薬剤師

調剤薬局薬剤師
歯科医師
歯科衛生士
臨床検査技師

医療ソーシャルワーカー
管理栄養士

介護福祉士、福祉関係者
医療機関職員

行政機関職員（保健師を除く）
教職員

企業や団体の健康管理担当
NPO、自治会関係者

その他

20
25

5
7

33
37

34
38

21
21

30
17

22
1
2
2
4

23
30

23
30

23
28

12
13

22
29

26
28

1
1

18
21

3
9

14

H28
H29

保健師、看護師のほか、薬剤師、臨床検査技師、医療ソーシャルワーカー、医療機関職員などの
職種で肝炎医療コーディネーター養成を行った都道府県が増加している。

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
現
状

　

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
な
る
た
め
に
は
、
都
道
府
県

ご
と
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成

講
習
会
」
を
受
講
し
、
認
定
証
や
修
了
証
が
交
付
さ
れ
る
自
治

体
が
多
い
よ
う
で
す
。
講
習
会
は
、
医
師
や
看
護
師
、
保
健
師
、

臨
床
検
査
技
師
、
薬
剤
師
と
い
っ
た
医
療
従
事
者
の
ほ
か
、
医

療
事
務
、
自
治
体
職
員
、
患
者
会
の
代
表
者
な
ど
肝
疾
患
に
携

わ
る
立
場
の
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
（
名
称
、
受
講
資
格
や

講
習
内
容
は
都
道
府
県
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。
平
成
29
年
度

ま
で
に
39
自
治
体
で
合
計
1
2,
0
0
0
名
を
超
え
る
肝
炎
医
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
養
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
都
道
府
県
別

の
人
数
に
は
か
な
り
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す（
な
お
、
平
成
30
年

度
か
ら
は
全
都
道
府
県
で
養
成
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
）。
職

種
別
で
は
保
健
師
と
看
護
師
が
多
く
、
病
院
薬
剤
師
、
臨
床
検

査
技
師
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
続
い
て
い
ま
す
（「
平

成
30
年
度
肝
炎
対
策
に
関
す
る
調
査
」
厚
生
労
働
省
健
康
局
が

ん
・
疾
病
対
策
課　

肝
炎
対
策
推
進
室
調
べ
）。

Reference

2）平成30年度肝炎対策に関する調査（調査対象H29.4.1～H30.3.31）
　　厚生労働省健康局がん ･ 疾病対策課肝炎対策推進室調べ

第
２
章

 【
解
説
①
】医
師
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

診
療（
治
療
）に
集
中
で
き
る

　

肝
炎
の
患
者
さ
ん
に
は
、
医
療
費
助
成
の
手
続
き
や
患
者

会
の
存
在
と
い
っ
た
診
療
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
、
個
々

の
事
情
に
応
じ
て
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
医
師
が
診
療

時
に
情
報
を
く
ま
な
く
伝
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
診
療
時
間
内

に
そ
の
た
め
の
時
間
を
確
保
す
る
だ
け
で
な
く
、
事
前
に
情

報
を
収
集
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
診
療
時
間
に
は
限

 【
実
例
紹
介
】

診
察
の「
前
」と「
後
」に

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
面
談

　
某
大
学
病
院
は
、
B
型
お
よ
び
C
型
肝
炎
の
患
者
さ
ん
が
肝

臓
専
門
医
の
診
察
を
受
け
る「
前
」と「
後
」に
、肝
炎
医
療
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
面
談
の
機
会
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
診
察
前
の
面
談
で
は
患
者
さ
ん
は
肝
炎
医
療
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
と
も
に
病
状
や
医
師
に
聞
き
た
い
こ
と
な

ど
を
整
理
し
ま
す
。
疑
問
や
不
安
、
質
問
事
項
を
あ
ら
か
じ

め
絞
り
込
ん
で
お
く
こ
と
で
、
診
察
時
に
医
師
か
ら
効
率
よ

く
回
答
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
診
察
後
の
面
談

で
は
、
診
察
時
に
聞
き
そ
び
れ
た
こ
と
が
な
い
か
を
確
認
し
、

も
し
あ
れ
ば
医
師
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
ま
す
。
仕
事
や
経

済
的
な
心
配
な
ど
、
医
療
以
外
の
困
り
ご
と
の
相
談
に
も
応

じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
結
果
、
患
者
さ
ん
の
精
神
面
で
の
ケ

ア
や
医
療
に
付
随
す
る
医
療
費
助
成
申
請
方
法
の
説
明
な

ど
、
こ
れ
ま
で
医
師
が
担
っ
て
い
た
こ
と
の
一
部
を
肝
炎
医

療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
医
師
は
病
状
の
把
握
や
治
療
方
針
の
決
定
な

ど
に
集
中
し
て
時
間
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
も
情
報
不
足
か
ら
生
じ
る
疑
問
や
不
安
を
持
ち
帰

る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

り
が
あ
り
、
効
率
的
に
診
療
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
す
の

で
、
す
べ
て
自
分
で
こ
な
そ
う
と
す
れ
ば
無
理
が
生
じ
て
き

ま
す
。

　

一
方
、
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
直
接
的
な
診
療

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
強
み
を
活
か
し
て
、

患
者
さ
ん
に
情
報
を
提
供
し
た
り
、
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
ま
た
、職
種
が
異
な
る
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
本
来
の
業
務
の
中
で
可
能
な
活
動
を
行
い
、
肝
炎
医
療
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
同
士
が
連
携
を
と
る
こ
と
で
、
幅
広
い
対
応
が

医
師
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
る

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
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で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

医
師
が「
自
分
に
し
か
で
き
な
い
」と
思
っ
て
い
た
仕
事
で
も
、

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
上
手
に
役
割
を
分
担
す
る
こ

と
で
、
大
幅
に
負
担
が
軽
減
し
、
診
療
に
集
中
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

 【
解
説
②
】患
者
さ
ん
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

患
者
さ
ん
が
得
る
情
報
に

広
さ
と
深
み
が
増
す

　

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、
情
報
の
「
質
」「
幅
」「
深
さ
」
は
き
わ
め

て
重
要
で
す
。

① 

最
新
か
つ
正
確
な
情
報
（
質
）

② 

国
や
地
方
自
治
体
か
ら
の
支
援
、治
療
と
家
庭
や
仕
事
と
の

　

両
立
支
援
（
制
度
な
ど
）の
た
め
の
広
い
情
報（
幅
）

③ 

助
成
申
請
な
ど
の
方
法
を
個
々
の
患
者
の
状
況
に
合
わ
せ
て

　

き
め
細
か
に
伝
え
る（
深
さ
）

　

こ
れ
ら
は
患
者
さ
ん
の
精
神
面
や
生
活
を
支
え
て
い
く
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

肝
臓
専
門
医
が
持
つ
情
報
の
質
や
幅
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
さ
ら

に
そ
の
情
報
を
短
い
診
療
時
間
内
で
ど
の
程
度
、
ど
の
よ
う
に
提

供
す
る
か
、
と
い
う
情
報
の
深
さ
に
も
差
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に

肝
炎
に
つ
い
て
の
知
識
が
豊
富
な
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
関
わ
る
こ
と
で
、
情
報
の「
質
」「
幅
」「
深
さ
」に
対
す
る
患
者
さ

ん
の
納
得
度
や
満
足
度
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

診
療
の
事
前
事
後
で
の
患
者
ケ
ア
、

質
の
高
い
専
門
医
療
の
提
供

　

患
者
さ
ん
は
診
療
前
に
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
面

談
す
る
こ
と
で
、
医
師
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
く
べ
き
か
整

理
が
で
き
、
診
療
後
の
面
談
で
は
聞
き
そ
び
れ
た
内
容
の
確
認

や
診
療
以
外
の
情
報
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
肝
炎
医
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
医
師
の
作
業
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
患

者
さ
ん
は
効
率
的
に
十
分
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
様
々

な
不
安
や
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
解
消
で
き
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

 【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

医
師
が
診
療
に
集
中
で
き
る
環
境
づ
く
り
と

患
者
さ
ん
の
満
足
度
向
上
に
向
け
て
、

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

積
極
的
に
連
携
し
ま
し
ょ
う

　

肝
臓
専
門
医
は
ま
ず
、
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存

在
と
役
割
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
医
師
本
来
の
業
務
に
少

し
で
も
集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
肝
炎
医
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
連
携
が
取
れ
る

体
制
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

診察前の
面談

診察後の
面談

診察

病
院
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

第
３
章

 【
解
説
】

病
院
幹
部
や
肝
臓
専
門
医
か
ら

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
大
切

　

病
院
の
経
営
に
か
か
わ
る
幹
部
の
中
に
は
「
地
域
や
社
会
に

貢
献
し
た
い
」「
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
た
い
」「
医

療
の
質
を
高
め
た
い
」
と
い
っ
た
思
い
を
抱
い
て
い
る
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
こ
と
は
容

 【
実
例
紹
介
①
】

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
躍
で

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
が
促
進

　　
15
の
診
療
科
を
有
す
る
総
合
病
院
で
、
看
護
師
、
臨

床
検
査
技
師
、
医
療
事
務
職
な
ど
５
名
の
肝
炎
医
療
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
在
籍
。
副
院
長
（
肝
臓
専
門
医
）
と
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
医
療
事
務
の
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が「
患
者
さ
ん
に
最
も
近
い
立
場
か
ら
肝
炎
検

査
を
勧
奨
し
た
い
」と
提
案
。
当
初
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
の
勧
奨
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
こ
と
を

契
機
に
受
検
勧
奨
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
肝
炎
の
検
査
歴
の
な
い
人
に
検
査
を
勧
め
た
結
果
、
検

査
件
数
が
以
前
よ
り
大
幅

に
増
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
検
査
で
初
め
て
陽
性

と
判
明
し
た
人
の
数
も
増

え
、
さ
ら
に
陽
性
者
に
対

し
て
肝
臓
専
門
医
へ
の
受

診
を
促
し
、
早
期
治
療
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
例
の
よ
う
に
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
上
手
に
活
か
す
こ
と
で
、
実
現
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

事
例
の
総
合
病
院
で
は
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
複

数
在
籍
し
て
い
ま
し
た
が
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
以
前
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ッ
フ
の
知
識
が
向
上
し
た
も
の
の
、
肝
炎
医

療
の
支
援
に
関
わ
る
活
動
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
般

的
に
医
療
事
務
職
員
が
院
長
や
副
院
長
な
ど
病
院
幹
部
に
対
し

て
提
案
す
る
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た
め
、
副
院
長
（
肝
臓

専
門
医
）
が
率
先
し
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
を
発
案
し
な
け



1213

第４章：信頼関係の築き方　モチベーション向上のコツ 第 3 章：病院にとってのメリット

 【
解
説
】

　

手
術
前
な
ど
に
医
療
者
の
感
染
予
防
策
の
一
環
と
し
て
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
陽
性
で
あ
っ
て

も
、
検
査
結
果
を
本
人
に
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
な
か
っ
た
り
、

あ
る
い
は
結
果
を
伝
え
る
の
み
で
肝
臓
専
門
医
の
受
診
に
ま

で
つ
な
が
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
実
例
紹
介
②
の
よ
う
に
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
検
査
結
果
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
担
当
医
に
報
告
し
、

肝
臓
専
門
医
へ
の
受
診
の
手
配
の
補
助
を
行
な
っ
て
い
る
医

療
機
関
も
あ
り
ま
す
。
本
事
例
は
、
臨
床
検
査
技
師
で
あ
る

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
躍
を
ご
紹
介
し
ま
し
た

が
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
、
院
内
の
感
染
制
御
部
の
看
護

師
で
あ
る
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
肝
臓
専
門
外
の

診
療
科
の
外
来
や
病
棟
の
看
護
師
で
あ
る
肝
炎
医
療
コ
ー

 【
実
例
紹
介
②
】

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
連
携
で

医
療
安
全
が
向
上

　
検
査
部
に
勤
務
す
る
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
M

さ
ん
は
、健
康
診
断
や
入
院
時
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
実
施
さ
れ

る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
で
陽
性
で
あ
る
結
果
を
確
認
し
た
時

に
は
、
過
去
の
検
査
履
歴
の
有
無
を
検
索
し
、
初
回
の
指
摘

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
際
に
は
、
直
接
、
担
当
医
に
そ
の

結
果
の
報
告
と
肝
臓
専
門
医
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
予

約
方
法
の
案
内
を
す
る
こ
と
よ
っ
て
、
速
や
か
に
専
門
医
へ

の
受
診
に
つ
な
げ
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、

病
院
の
全
体
会
議
の
定
例
報
告
事
項
と
な
り
、
病
院
全
体
の

取
り
組
み
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

れ
ば
、
肝
炎
検
査
の
勧
奨
活
動
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

病
院
幹
部
や
肝
臓
専
門
医
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
、

積
極
的
に
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
よ
る
活
動
の
立
ち
上
げ
時
に
は
不
可
欠
と
言
え
ま
す
。

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
連
携
し
な
が
ら
、
同
様
の
取
り
組
み
を
行

な
っ
て
い
る
医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
。

 【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
躍
が

医
療
機
関
の
質
の
向
上
に
寄
与
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す

　

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
活
か
し
た
肝
炎
領
域
で
の

積
極
的
な
医
療
展
開
は
、
肝
が
ん
撲
滅
と
い
っ
た
地
域
に
お
け

る
診
療
レ
ベ
ル
の
向
上
や
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
、
医

療
安
全
、
効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
り
、

病
院
の
み
な
ら
ず
社
会
全
体
に
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

信
頼
関
係
の
築
き
方

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
コ
ツ

第
４
章

で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う

　

第
1
章
か
ら
第
３
章
で
は
、
病
院
幹
部
や
肝
臓
専
門
医
が
積

極
的
に
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
躍
の
機
会
を
創
出

し
支
援
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
こ

と
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
「
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
は
活
躍
し
て
ほ
し
い
け
れ
ど
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
の

か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
意
見
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
こ
で
、
肝
臓
専
門
医
に
知
っ
て
い
て
ほ
し
い
「
肝
炎
医

療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
輝
か
せ
る
た
め
の
心
得
」
を
ま
と
め

ま
し
た
。

 【
解
説
】

　

ま
ず
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
本
来
業
務
の
中
で
無

理
な
く
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
し
ょ

う
（
本
来
業
務
の
中
に
溶
け
込
ん
だ
活
動
で
あ
る
た
め
、
周
り

に
は
気
づ
か
な
い
よ
う
な
活
動
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
「
ス
テ
ル
ス
型
※
1
」の
活
動
と
名
付
け
、
分
類

し
ま
し
た
。
こ
れ
で
も
十
分
な
活
動
と
言
え
ま
す
が
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
は
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
所
属
す
る

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
輝
か
せ
る
た
め
の
心
得

部
署
を
視
野
に
入
れ
た
活
動
※
2
に
取
り
組
み
、
病
院
全
体
に

存
在
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
活
動
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
院
外
に
も
活
動
を
広
げ
、
他
院
や
行

政
機
関
の
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
す
る
体
制
が

構
築
で
き
れ
ば
、
地
域
の
肝
炎
医
療
全
体
の
質
が
底
上
げ
さ
れ

ま
す
。
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
、
地
域
の
他
の
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
活
動
を
支
援
す
る
リ
ー
ダ
ー
※
3
と
い
う
存
在
に

な
る
で
し
ょ
う
。
注
意
点
と
し
て
は
、
そ
の
際
に
も
、
肝
炎
医

療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
任
せ
っ
き
り
に
せ
ず
、
病
院
幹
部
や

肝
臓
専
門
医
は
活
動
を
見
守
り
、
い
つ
で
も
助
言
で
き
る
位
置

に
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
肝
硬
変
・
肝
が
ん
の
撲
滅
に
向
け
て
、
肝
炎
医
療
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
と
も
に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

※１　バックグラウンドで機能するコンピューターソフトなどをステルス型のプログラムなどと言います。
※２　活動は周囲のスタッフにも認知されつつ、地道な活動を行うコーディネーターを「コツコツ型」と名付け、分類しました。
※ 3　周囲の協力とともに外向きの情報発信などの活動などを行うことから、そのようなコーディネーターを
　　　「ビッグイベント型」と名付けました。
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肝炎医療コーディネーターを探してみましょう
　  院内の肝炎医療コーディネーターを探してみましょう ★
　  看護部や検査部など肝炎医療コーディネーターがいそうな部署に聞いてみましょう ★
　  身近な肝炎医療コーディネーターに話しかけてみましょう ★
　  肝炎医療コーディネーターがゼロなら養成することを院内で告知しましょう ★
　  養成研修会への参加を推奨し、肝炎医療コーディネーターを増やしましょう ★

肝炎医療コーディネーターの本来業務や所属する部署、
所属長を視野に入れて、活動を支援しましょう
　  肝炎医療コーディネーターの部署と所属長を確認しましょう ★
　  肝炎医療コーディネーターの活動に気づいたら「ありがとう」と伝えましょう ★
　  まず肝炎医療コーディネーターが本来業務の中でできる活動を一緒に考え、
　  またその活動について所属長にも了承を得ましょう。 ★★
　  部署の他の職員に負担をかけずにできる活動を一緒に考えましょう ★★
　  所属長から肝炎医療コーディネーターの活動に対する理解が得られるように、
　  病院幹部や肝臓専門医は細心の配慮と手配をしましょう（特に最初が肝心です） ★★

肝炎医療コーディネーターが活躍しやすい環境を構築しましょう
　　 スキルアップにつながる研修や院外活動の機会を見つけてあげましょう ★★
　　 委員会活動などで肝炎医療コーディネーターを紹介しましょう ★★
　　 部長会など病院内の会議で肝炎医療コーディネーターの話題を出してみましょう ★★
　　 スタッフや患者に肝炎医療コーディネーターの存在を広報しましょう ★★
　　 院内の肝炎医療コーディネーターを集めてミーティングや意見交換会を開いてみましょう ★★
　　 SNSなどを利用し院内の肝炎医療コーディネーターが情報共有できるネットワークを作りましょう ★★
　　 院内で肝炎医療コーディネーターのチームを作りましょう ★★★
　　 市民向け講座や肝臓病教室の開催、患者さん向けリーフレットの作成などに
　　肝炎医療コーディネーターを誘ってみましょう。慣れてくれば、任せてみましょう ★★★

18カ条それぞれに★で難易度を示しました。（数が多ければ難易度高）

1
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第４章：信頼関係の築き方　モチベーション向上のコツ 第４章：信頼関係の築き方　モチベーション向上のコツ

　
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
活
躍
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド

は
、
医
療
機
関
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
役
所
や
保
健

所
な
ど
行
政
機
関
で
働
く
保
健
師
の
中
に
は
、
肝
炎
医
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
研
修
を
受
け
た
方
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
保
健
師
と
い
う
専
門
性
を
活
か
し
て
、
市
民
公
開
講

座
で
肝
炎
の
正
し
い
知
識
の
啓
発
に
努
め
た
り
、
住
民
健
診

な
ど
で
肝
炎
検
査
や
陽
性
と
判
明
後
の
精
密
検
査
の
受
診
を

勧
奨
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
健
師
は
地
域
の
肝
炎
の
事
情
に
も
精
通
し
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
地
域
の
肝
炎
医
療
の
質
向
上
を
図
る

た
め
に
は
、
肝
臓
専
門
医
や
医
療
機
関
に
勤
務
す
る
肝
炎

医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
行
政
の
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
情
報
を
共
有
し
た
り
、
互
い
に
協
力
し
あ
う

こ
と
は
非
常
に
有
意
義
で
す
。

　
と
は
い
え
保
健
師
は
、
通
常
、
行
政
の
枠
組
み
の
中
で

業
務
を
遂
行
し
て
い
る
た
め
、
医
療
機
関
と
の
直
接
的
な

接
点
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
活
動
と
し
て
も
、
自
治
体
の

保
健
師
の
日
常
業
務
の
延
長
線
で
の
活
動
で
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
タ
イ
プ
を
「
延
長
線
型
」と
名
付
け
ま
し
た
。
こ

の
タ
イ
プ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
を
行
な
っ
て
い

く
た
め
に
は
肝
臓
専
門
医
か
ら
の
働
き
か
け
が
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
た
と
え
ば
、
肝
臓
専
門

医
と
し
て
役
所
や
保
健
所
に
出
向
い
て
肝
疾
患
に
関
す
る

最
新
の
医
療
情
報
に
つ
い
て
勉
強
会
を
開
催
し
た
り
、
院

内
で
肝
炎
チ
ー
ム
を
作
っ
た
ら
勉
強
会
に
誘
っ
て
意
見
交

換
や
交
流
の
場
を
設
け
、
院
内
の
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
顔
が
見
え
る
関
係
が
築
け
る
よ
う
に
支
援
し

た
り
、
行
政
会
議
に
は
で
き
る
だ
け
参
加
し
、
市
民
に
向

け
た
活
動
に
自
ら
協
力
を
申
し
出
て
、
医
療
機
関
の
肝
炎

医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
の
場
を
創
出
す
る
な

ど
、
肝
臓
専
門
医
か
ら
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
保
健
師
は
肝
炎
対
策
に
限
ら
ず
、
介
護
や
母
子
保
健
に
も

広
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
行
政
機
関
と
協
力
関
係
を
築
い
て

お
く
こ
と
は
、
医
療
機
関
が
地
域
医
療
を
推
進
す
る
上
で

強
み
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

コ
ラ
ム

 （
主
に
自
治
体
に
勤
務
す
る
保
健
師
）と
の
交
流
は
と
て
も
大
切
！

行
政
機
関
の
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー




